
目的

ほ場整備事業 九鹿地区

事業概要 ：区 画 整 理 10.2ha
用排水施設 4.7ha（関係戸数78戸）

所 在 地：養父市八鹿町九鹿
事業期間 ：R5～R9
総事業費 ：3.3億円
事業主体 ：県
費用便益比：1.27

出典：国土地理院
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事業概要

本地区は養父市北部に位置する中山間地域であ
り、これまで家族経営による水稲、野菜栽培が行わ
れてきたが、農家の減少及び高齢化に対応するた
め、地区内外の担い手へ耕作を委ねていこうとして
いる。
効率的な農地の利用集積を進めるとともに、担い
手による水稲生産の効率化、高収益作物の生産拡
大を図り、持続可能な地域農業を推進する。

本地区の下流部は、ほ場は狭小・不整形で農道は狭く、大型機械化による効率的な営農を行うため
には、区画形状の改良は不可欠である。上流部は整備済であるが、水路の老朽化による漏水、草刈
等の維持管理に多大な労力を要しており、省力化を図るためにはパイプライン化が不可欠である。
事前の地元同意100%となっており、早期の事業実施については、市への強い要望が出されている。
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事業の必要性
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現状 計画
ほ場条件
（未整備）

区画：平均8a（水田）
用排水路：土水路
道路：2m

区画：標準50a（輪換田）
用水路：パイプライン
排水路：管排水路
道路：5m

ほ場条件
（二次整備）

区画：30a
用排水路：開水路

区画：30a
用排水路：パイプライン・管排水路

経営体 個人26戸（13.7ha)
〔担い手〕
個人：１戸（1.5ha)※認定農業者

個人6戸（3.4ha)
〔担い手〕
個人：３戸（11.5ha）※認定農業者

農業生産
（主なもの）

水稲：8.3ha
酒米：0.5ha
もち米：0.7ha
※保全管理：4.8ha

水稲：10.4ha
酒米：1.4ha
もち米：1.1ha
ブロッコリー：0.1ha
キャベツ：0.2ha


